
千葉中華総会 2011 年 10月 29 日臨時会議議事録 

１． 時間：2011 年 10月 29 日（土曜日） 19：30～21：00 

２． 場所：中華料理来来 

３． 出席：（敬称略、着順不同）浜岡会長、鈴木副会長夫婦、江徳理事夫婦、藍相談役、陳相談

役、浜田副会長、葉理事、則安理事、惠子、黄監事（記）夫婦。 

４． 集会目的： 

(１） 10 月 16 日千葉中華総会 100 周年双十国慶祝賀会の検討会など 

５． 会議内容： 

(1) 浜岡会長報告 

① 今回の百年双十国慶記念懇親会、皆ご苦労様でした。努力に感謝する。 

② 陳清玉顧問より日華親善協会宛のご礼状が来た。浜田副会長が読み上げた。 

(2) 藍顧問：東日本大震災についての思いがよく伝えた。 

(3) 浜岡会長：気つき点があれば、次回の改善策にしたい。（検討会開始） 

① 浜田副会長：司会を勤めさせて、始め頃人が少なっかた（冷場、美中不足）。前日の事前

打合せが必要と痛感し今度必ず参加すること。 

② 浜岡会長：同感だ。案内状に受付時間が書いてないため、一部と二部が区別できず一

体であると多く勘違いされた。次回の課題として工夫した良い案がほしい。会場が広い

からアナンスしても聞き取れない来賓がいる。（マイクの調子か）現場の再確認が必要。

来賓の名前の読み方を間違ってた事も失礼に当たる。 

③ 藍相談役：名前を間違った読み方では司会と喧嘩しかねないほど重く受止めないと。 

④ 浜岡会長：合唱団が真善美の選曲は素晴らしかった。大使も外で待って 2曲目から入場

出来てよかった。 

⑤ 則安理事：受付も応えて、封筒配置などカバー出来てよかった。 

⑥ 浜岡会長：来賓へのお土産やプレゼントにつき、よく分からないが。則安理事：今迄特別

な準備はしていない。必要があれば手間掛けて事前用意する。状況に応じて会長の気

持ちを表せればよいこと。浜岡会長：会長判断とする。陳顧問が個別に日華親善協会来

賓へ送る。秘書からも要らないと告げられた。 

⑦ 本会議後具体的な改善提案が下記の通りある。 



a. 江徳様：音楽会は成功を収まるため各団体のオファーが来た。皆様に感謝する。マイ

クの調子や合図の心配や受付など前日まで合唱団皆が集中して練習した。曲目を入

れない方が大使の時間に合わせるため、今後の参考にする。 

b. 親善会後合唱団の真善美も好評になり、大合唱もよかった。 

c. 見送りは会長の代わりに行った。翌日に会長電話で釈明できて、長岡先生も台、日

両国の国歌を録音して贈る予定。 

d. 藍相談役：代表の花を取り換えたのは遅かった。則安理事：原因は花屋の遅れと現

場者が進行中の会場への配慮でタイミングがずれた。今後、開会前の 2時間までに

花の到着と位置順番の配慮を配るようにする。 

e. 鈴木副会長：封筒資料を早期交付する。前日の打合せ会にて最終点検する。 

f. 浜岡会長：封筒入りは持ち帰れるよう配慮したが、プログラムや歌詞を見ずにいた客

が多い。一緒に作業すること。 

g. 則安理事：宴会中、会長なるべく動かないで全般的な各任務組を助役を通じて指揮

する方がよい。 

(4) 今後中華総会の活動について： 

① 浜岡会長：何を進めればよいか意見を募りたい。旅行や台湾新聞音楽会や。 

② 台湾新聞社の自社ビル移転お祝い：11 月４日池袋にて総会からお花を贈呈する。 

③ 台湾同郷会主催の建国百年記念ダンス懇親会は総会から指定しない事。11 月 12 日

(土)11：30-16：00 新宿ダイトウビルにて→浜田副会長が 10 枚を認購し、当日 6名送迎

車を用意する。 

④ 中華連合総会が 11 月 22 日百年記念ゴルフを開催する。 

(5) 日本華僑の中華民国国籍回復について、浜岡会長：10 月 21 日に僑務委員会の会議に出

席して、来年の選挙や国籍を戻す方法の簡易化につき報告したい。 

① 在日華僑は戸籍所在地の警察署に無犯罪証明書を発行してもらう。 

② 代表処にてビザ申請し日本のパスポート上に戸籍申請と記録を注記してもらう。 

③ 台湾の所在地の戸政事務所にて戸籍回復を申請して10-14日間滞在し証明書をもらう。 

④ 日本帰国後、証明書を代表処に提出し台湾のパスポートを申請する。 

藍相談役：国籍回復の件を会員全体に案内すべき。 

(6) 次回会議：2012 年新年会。 


